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◇平成18年３月発行／大鹿村役場　◇印刷／龍共印刷株式会社 

私たちの村 

ホームページアドレス http://www.vill.ooshika.nagano.jp 
　　〃　　（観光） http://www.ooshika.com 

電子メールアドレス info@vill.ooshika.nagano.jp

（ひよこクラブ） 

平成18年３月１日現在　※（ ）内は前月比 

人口 1,336人(－４)／男 644人（±０）／女 692人（－４）／世帯数 568戸（－１） 
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春は、進学や就職の季節でもあります｡国民健康保険・国民年金の届出を忘れずに行いましょう｡

 国民健康保険 
■進学した方……大学、専門学校等に行くために家族と離れてアパート等で生活する場合は、学生用の保険

証が別に交付されます｡
　　　　　　　　●手続きに必要なもの　保険証、印鑑、学生証（写し）または在学証明書
■就職した方……就職先で社会保険等に加入された方は、国民健康保険の資格喪失の手続きが必要です。（届

出が遅れると国保税が課税されてしまいます）
　　　　　　　　●手続きに必要なもの　保険証、印鑑、就職先で発行された保険証
■退職した方……退職により社会保険等の資格を喪失した方は、国民健康保険への加入手続きが必要です｡
　　　　　　　　●手続きに必要なもの　印鑑、退職証明書

 国 民 年 金 
■進学した方……学生納付特例制度があります。（２０歳以上で収入のない学生が保険料を納めるのが困難な

場合、手続きをすると在学中の保険料納付が猶予されます）
　　　　　　　　●手続きに必要なもの　印鑑、年金手帳、学生証（写し）
■就職した方……就職され厚生年金・共済年金に加入した方は、種別変更の届出が必要となります｡
　　　　　　　　●手続きに必要なもの　印鑑、年金手帳
■退職した方……６０歳未満で退職された方は国民年金への加入届出が必要となります｡
　　　　　　　　●手続きに必要なもの　印鑑、年金手帳、退職証明書（写し）

届出先・お問い合わせ先　　住民課住民係　電話 39－2001

給与等公表
■定員の状況

（各年４月１日現在）　部門別職員数の状況

対前年増減数職　　員　　数
区  分部  門

17年16年15年17年16年15年

1766総 務

222税 務

－1556農 林

222商 工

－1223土 木

－1181819小 計

－29911民 生

－2224衛 生

－4111115小  計

292934一 般 行 政 計

－1－1456教 育

－1－1456小 計

111水 道

－1556診療所

－1－1234その他

－1－28911小  計

－2－8414351合  計

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職

者、派遣職員をなどを含み、臨時又は非常勤職員を除いている。

■人件費の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　（普通会計決算）

人件費率
Ｂ/Ａ％

人件費　Ｂ
(千円）

歳出額　Ａ
(千円）

住民基本台帳人口
（年度末）

区  分

15.4285,5051,852,5301361人１６年度

15.4326,9442,127,7141383人１５年度

■職員給与費の状況

（普通会計一般職員給与費千円）

計職員手当給　　料職　員　数区  分

218,55488,549130,00536人１７年度

（注）当初予算に計上された額です。

■職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

（１７年４月1日現在）

平均年齢平均給料月額区　　分

41.3歳300,938円大 鹿 村
一　般
行政職

44.1歳346,784円長 野 県

40.3歳329,728円国

■特別職の報酬等の状況

報　　酬給　　料

233,000円
議 長

685,000円
村 長

（205,040円）（548,000円）

161,000円
議 長

592,000円
助 役

（141,680円）（485,440円）

148,000円
議 長

519,000円
教育長

（133,200円）（425,580円）

135,000円
議 長

（121,500円）

上段：条例で定められた月額　

下段：平成１７年度１年間の月額
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　国民保護法とは
　国民保護法の正式名称は、「武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律」といい、平成１６年６月１４
日に成立し、同年９月１７日に施行されました。
　国民保護法は、武力攻撃を受けた場合や大規模テロが発生した場合に、国民の生命、身体と財産を保護し、国民生活や
国民経済に与える影響が最小となるよう、国、都道府県、市町村、及び関係機関の役割分担やその具体的な措置について
定められています。

　国民保護法の主なポイント
　国民保護法の主なポイントは次のとおりです。　
１武力攻撃事態等において、国民の生命、身体及び財産の保護を図ることを目的としています。　
２武力攻撃事態等における各機関の責務や役割を明らかにし、国の方針のもと、国全体として国民保護のための万全の措
置を講じることができるようにしています。　

３住民の避難や救援に関する措置、武力攻撃災害への対処に関する措置などについての具体的な内容を定めています。　
４国民の保護のための措置を実施するにあたっては、国民の基本的人権の尊重に十分な配慮がなされます。

　避難・救援　
　国は、武力攻撃などから、国民の生命・身体等を保護する必要があると判断したときは、国民に対して、武力攻撃事態
等の現状と予測をし、武力攻撃が迫り、または現に発生している地域などについて警報を出し、避難が必要な場合には、
県に避難の指示を行います。
　県は、警報、避難の指示を市町村に伝達し、市町村は、避難が必要な地域、避難先地域、避難方法などを同報無線、放
送などで住民に広報します。
　なお、避難の誘導は、市町村、警察、消防などが行います。　
　避難先での救援は、県が中心になり、市町村や日本赤十字社などと協力して、食品や生活必需品の提供、医療活動など
を行います。　

　武力攻撃災害への対応等　
　武力攻撃による被害を最小にするために、国、県、市町村などは、協力して危険物質等や原子炉による被害の防止、ダ
ムや発電所などの警備の強化、警戒区域の設定による危険区域への立入制限などを行い、消火や被災者の救助などの消防
活動を行います。
　また、国民生活の安定のために、物価の安定、電気・ガス・水の安定供給や運送・通信の確保などを行います。　

　今後の村の取り組み　
　大鹿村では、県の作成する基本指針に基づき、１８年度に国民保護計画を策定する予定です。策定に当たっては、住民の
皆様に広く意見を求めていく予定ですので、ご理解とご協力をお願いします。　

避
難
・
救
援 

武
力
攻
撃
に
伴
う
被
害
の
最
小
化 

国 

都道府県 

市町村 

指定（地方）公共機関 

国　民 
協力 

武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処 

国
民
生
活
の
安
定 

・警報の発令 

・住民に対する避難の指示 
・救助（収容施設の供与、 
　炊出し、医療等） 

・避難住民の誘導 

・放送事業者による警報等の放送 
・日本赤十字社による救援への協力 
・運送業者による避難住民の輸送、緊急物資の運送等 

・避難住民の誘導、救援 
・避難に関する訓練への参加 

・消火、負傷者の搬送、被災者の救助 
・保健衛生の確保 

・情報の提供 
・避難措置の指示 
・救援の指示・支援 

・消防に係る武力攻撃災害の 
　防御の指示 

・武力攻撃災害への対処 
　（放射性物質、原子炉、危険物質等） 
・生活関連物資等の価格の安定 

・生活関連施設の安定確保 
・交通規制 

・応急措置（避難の指示等） 
・警戒区域の設定 
・消防活動 

・電気、ガス事業者による 
　安定供給 

国
民
保
護
の
た
め
の
仕
組

国 民 保 護 法 っ て 何 ？ 国 民 保 護 法 っ て 何 ？ 国 民 保 護 法 っ て 何 ？ 
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こ
の
た
び
本
村
の
ア
ス
ナ
ロ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
平
成
十
七
年
度
模

範
道
路
河
川
愛
護
会
知
事
表
彰
者

に
選
ば
れ
、
二
月
二
十
八
日
に
飯

田
建
設
事
務
所
所
長
室
に
お
い
て

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
会
の
代
表
の
吉
川
詩

子
さ
ん
が
飯
田
建
設
事
務
所
長
よ

り
賞
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

本
会
は
平
成
六
年
来
の
長
き
に

渡
っ
て
国
道
一
五
二
号
添
い
の
歩

車
を
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
り
、

体
の
具
合
が
悪
く
バ
ス
な
ど
に
乗

れ
な
い
か
た
の
た
め
に
、
自
分
の

車
に
乗
せ
て
運
転
す
る
カ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
を
お
こ
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
四
月
一
日
か
ら

の
道
路
運
送
法
の
改
正
に
よ
り
こ

の
よ
う
な
方
法
で
の
輸
送
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
カ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
「
解
散
」
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

道
に
様
々
な
花
を
育
て
、

多
く
の
観
光
客
や
村
民

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
こ
の

た
び
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

昨
年
本
村
は
「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
」
連

合
に
加
盟
を
し
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
も
っ

と
広
が
る
事
が
本
当
の

美
し
い
村
づ
く
り
つ
な

が
る
事
と
思
い
ま
す
。

村
内
に
お
い
て
伊
那
バ
ス
・
患

者
輸
送
車
等
が
運
行
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
行
に
つ
な
が

り
が
な
い
た
め
、
非
効
率
な
面
が

あ
り
住
民
等
か
ら
改
善
要
望
が
出

て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
昨
年
九
月
に
関
係
者

に
よ
る
委
員
会
を
組
織
し
、
ま
ず

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
村
民
の

意
向
を
把
握
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
と
し
て

﹇
村
内
に
つ
い
て
﹈

患
者
輸
送
車
を
頼
り
に
し
て
い

る
の
で
、
継
続
し
て
ほ
し
い
。

患
者
輸
送
車
の
充
実
等
に
よ
り
、

曜
日
を
限
定
せ
ず
出
掛
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

﹇
村
外
に
つ
い
て
﹈

昼
頃
の
便
を
増
発
し
て
ほ
し
い
。

松
川
イ
ン
タ
ー
回
り
の
バ
ス
が

あ
る
と
知
人
・
観
光
客
等
が
高
速

バ
ス
を
利
用
し
て
来
た
と
き
に
便

利
な
の
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

な
ど
の
意
見
が
、
出
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
及
び
村

の
財
政
負
担
等
を
含
め
、
村
内
外

の
交
通
体
系
が
村
民
の
方
々
の
意

向
を
反
映
し
た
も
の
と
な
る
よ
う

協
議
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
受
け
手
確
保
に
向
け
、

既
存
の
交
通
事
業
者
等
と
の
折
衝

も
併
せ
て
行
な
い
ま
し
た
。

検
討
し
た
結
果
、

﹇
村
内
に
つ
い
て
﹈

新
た
な
交
通
体
系
の
受
け
手
と

な
る
事
業
者
が
確
保
で
き
ず
、
患

者
輸
送
車
は
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

﹇
村
外
に
つ
い
て
﹈

伊
那
バ
ス
へ
運
行
を
委
託
し
、

午
前
十
時
台
の
便
を
増
発
し
、
日

赤
病
院
を
経
由
し
松
川
イ
ン
タ
ー

ま
で
運
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
速
バ
ス
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
確
保
さ
れ
、
村
民

の
皆
さ
ん
が
県
外
等
へ
出
掛
け
る

際
の
利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。
併

せ
て
、
村
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客

等
も
容
易
に
村
を
訪
れ
る
事
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
料
金
は
日
赤
病
院
ま
で

と
松
川
イ
ン
タ
ー
ま
で
が
追
加
さ

れ
る
以
外
は
、
現
行
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
時
刻
表
に
つ
き
ま
し
て

は
、
次
頁
の
と
お
り
で
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
四
月
一
日
か

ら
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た

く
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

大
河
原
上
蔵
の
（
故
）
宮
下
文

男
さ
ん
（
享
年
八
十
六
歳
）
は
地

ア
ス
ナ
ロ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

長
野
県
知
事
表
彰
受
賞

永
年
自
治
功
労
受
賞
の
受
賞

勲
六
等
単
光
旭
日
章

カ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

 

解
散
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
・
社
会
福
祉
協
議
会

方
自
治
功
労
に
よ

り
、
勲
六
等
単
光
旭

日
章
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

宮
下
さ
ん
は
昭
和

三
十
八
年
に
大
鹿
村

議
会
議
員
と
し
て

初
当
選
以
来
、
通

算
三
期
十
二
年
に

わ
た
り
村
議
会
議

員
を
務
め
、
そ
の

間
、
経
済
委
員
会

委
員
長
と
し
て
厳

し
い
社
会
情
勢
の

中
、
村
政
の
発
展

の
た
め
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

４月1日から村外のバス路線が拡充されます
－ 伊那バスが、日赤病院及び松川インターまで運行開始 －
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路線バス通過時刻表

毎　日　運　行毎　日　運　行毎　日　運　行日・祝祭日運休

大　島　駅　前松川インター大　島　駅　前大　島　駅　前停留所名＼行先
　１４：５９・・・・・・・・・中 学 校 前
　１５：０１・・・・・・・・・鹿　 塩
　１５：０２・・・・・・・・・下　 原
　１５：０３・・・・・・・・・落　 合
　１５：０６・・・・・・・・・中 尾 入 口
　１５：０７・・・・・・・・・ぶ ん ま ん 前
　１５：０８・・・・・・・・・小 学 校 入 口
　１５：０９　１０：１６　７：４５　△　６：３７大 河 原
　１５：１０　１０：１７　７：４６　△　６：３８小 学 校 入 口
　１５：１１　１０：１８　７：４７　△　６：３９ぶ ん ま ん 前
　１５：１２　１０：１９　７：４８　△　６：４０中 尾 入 口
　１５：１５　１０：２２　７：５１　△　６：４３落　 合

－　１０：２３　７：５２　△　６：４４下　 原
－　１０：２４　７：５３　△　６：４５鹿　 塩
－　１０：２６　７：５５　△　６：４７中 学 校 前
－　１０：２８　７：５７　△　６：４９鹿　 塩
－　１０：２９　７：５８　△　６：５０下　 原

　１５：１５　１０：３０　７：５９　△　６：５１落　 合
　１５：１８　１０：３３　８：０２　△　６：５４桶　 谷
　１５：２０　１０：３５　８：０４　△　６：５６松 除 橋
　１５：２２　１０：３７　８：０６　△　６：５８滝　 沢
　１５：３１　１０：４６　８：１５　△　７：０７四 徳 大 橋
　１５：３４　１０：４９　８：１８　△　７：１０小 渋 ダ ム
　１５：３９　１０：５４　８：２３　△　７：１５大 平 入 口
　１５：４３　１０：５８　８：２７　△　７：１９堂 が か や
　１５：４６　１１：０１　８：３０　△　７：２２水 神 前
　１５：４７　１１：０２　８：３１　△　７：２３渡　 場
　１５：４８　１１：０３　８：３２　△　７：２４松 川 橋
　１５：５０　１１：０５　８：３４　△　７：２６七　 椙
　１５：５１　１１：０６　８：３５　△　７：２７将 軍 塚 入 口
　１５：５２　１１：０７　８：３６　△　７：２８新　 井
　１５：５３　１１：０８　８：３７　△　７：２９宮 坂 通 り
　１５：５４　１１：０９　８：３８　△　７：３０大 島 駅 前
・・・＊�　１１：１２・・・・・・下 伊 那 赤 十 字 病 院
・・・＊�　１１：１９・・・・・・松 川 イ ン タ ー

4/1～11/30運行
土・日・祝祭日運休

12/1～3/31運行
土・日・祝祭日運休毎　日　運　行毎　日　運　行

大　　河　　原大　　河　　原大　　河　　原大　　河　　原停留所名＼行先
・・・・・・・・・　１４：０３松 川 イ ン タ ー
・・・・・・・・・＊�　１４：１０下 伊 那 赤 十 字 病 院

○　１９：５１○　１８：５５　１７：２８　１４：１６大 島 駅 前
○　１９：５２○　１８：５６　１７：２９　１４：１７宮 坂 通 り
○　１９：５３○　１８：５７　１７：３０　１４：１８新　 井
○　１９：５４○　１８：５８　１７：３１　１４：１９将 軍 塚 入 口
○　１９：５５○　１８：５９　１７：３２　１４：２０七　 椙
○　１９：５７○　１９：０１　１７：３４　１４：２２松 川 橋
○　１９：５８○　１９：０２　１７：３５　１４：２３渡　 場
○　１９：５９○　１９：０３　１７：３６　１４：２４水 神 前
○　２０：０２○　１９：０６　１７：３９　１４：２７堂 が か や
○　２０：０６○　１９：１０　１７：４３　１４：３１大 平 入 口
○　２０：１１○　１９：１５　１７：４８　１４：３６小 渋 ダ ム
○　２０：１４○　１９：１８　１７：５１　１４：３９四 徳 大 橋
○　２０：２３○　１９：２７　１８：００　１４：４８滝　 沢
○　２０：２５○　１９：２９　１８：０２　１４：５０松 除 橋
○　２０：２７○　１９：３１　１８：０４　１４：５２桶　 谷
○　２０：３０○　１９：３４　１８：０７　１４：５５落　 合
○　２０：３１○　１９：３５　１８：０８　１４：５６下　 原
○　２０：３２○　１９：３６　１８：０９　１４：５７鹿　 塩
○　２０：３４○　１９：３８　１８：１１　１４：５９中 学 校 前
○　２０：３６○　１９：４０　１８：１３　１５：０１鹿　 塩
○　２０：３７○　１９：４１　１８：１４　１５：０２下　 原
○　２０：３８○　１９：４２　１８：１５　１５：０３落　 合
○　２０：４１○　１９：４５　１８：１８　１５：０６中 尾 入 口
○　２０：４２○　１９：４６　１８：１９　１５：０７ぶ ん ま ん 前
○　２０：４３○　１９：４７　１８：２０　１５：０８小 学 校 入 口
○　２０：４４○　１９：４８　１８：２１　１５：０９大 河 原

　△印…日曜日・祝祭日運休　　　　　　＊�…日曜日・祝祭日は通過
　○印…土曜日・日曜日・祝祭日運休　　＊�…日曜日・祝祭日は１１：１５着

凡　例
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悪徳業者に悪徳業者に 
注意！注意！ 

■値段はどのくらい? 
　機能によって価格は様々ですが現在は、5,000円台が中心です。 

■どこで買えばいいの? 
　ホームセンターや電気店で販売しています。また、新築や改装を予定の方は、工
務店にご相談ください。 

■他に注意することは? 
　消防団や消防職員、役場の職員が直接訪問して販売することはありません。 
　また、「今だけ」「あなただけに」等と契約を急がせたり、強引に販売しようと
したりする業者には注意しましょう。 
　なお、火災警報器の品質を保証するものに「日本消防検定協会」の鑑定マークが
付いていますので、購入の目安としてできるだけマークの付いたものを選びましょ
う。 

個人住宅に 

住宅用火災警報器 
の設置が必要になります 

新築は平成18年6月1日着工～ 
既存は平成21年6月1日までに  各階の寝 室 に設置します 

天井設置と壁面設置 

天井 

60cm以上 
15cm～ 
50cm以内 

壁
面 

　警報器は天井中央付近に

つけます。壁から60cm以

上は離しましょう。壁面に

設置する場合は15～50cm

以内に取り付けましょう。 

■煙式と熱式があります 

　煙を感知する警報器です。実
際の火災は熱よりも煙の方が早
く広がることが多く、居室や階
段の設置におすすめです。 

　熱を感知する警報器です。台
所など火災以外の煙が発生しや
すい場所への設置に適していま
す。 

■階段・廊下に必要な場合 
　2・3階がある時は階段を上が

ったところの天井に設置します 

　7㎡（4畳半）以上の警報器の

ない部屋が5つ以上ある階の廊下

に設置します 

■台　所【推　奨】 
　台所の煙を感知してしまう

おそれがあるため「熱式」が

オススメ 

火災警報器には 
どのようなタイプが 
あるの？ 

煙感知式 

熱感知式 

設置にあたって 

日本消防検定協会の 
NSマーク 

悪徳業者に 
注意！ 
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明
治
四
〇
年
生
ま
れ
の
人
の
話
の
中
に
、

「
家
の
横
の
方
に
、
昔
、
唐
臼
（
か
ら
う
す
）

と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
な
、
そ
こ
へ
山
の
犬
が

来
る
も
ん
で
、
お
や
じ
が
そ
い
つ
に
鉄
砲
を
向

け
と
い
て
、
山
の
犬
が
来
た
ら
撃
て
る
様
に
こ

せ
え
と
い
た
け
ど
な
、
何
回
来
て
も
、
ち
ょ
っ

と
も
撃
て
な
ん
だ
と
い
う
話
だ
っ
た
。」と
あ
っ

た
。思

い
が
け
ず
耳
に
し
た
「
山
の
犬
」
と
い
う

言
葉
に
、
少
な
か
ら
ず
驚
い
た
。
山
の
犬
と
は

狼
の
こ
と
。
日
本
で
狼
が
最
後
に
捕
獲
さ
れ
た

の
は
、
記
録
の
上
で
は
明
治
三
八
年
と
な
っ
て

い
る
。
私
の
感
覚
で
は
、
は
る
か
昔
に
絶
滅
し

て
し
ま
っ
た
種
だ
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
明

治
四
〇
年
生
ま
れ
の
翁
の
口
か
ら
出
た
「
山
の

犬
」
の
言
葉
に
、
ま
だ
体
温
を
保
っ
て
い
る
か

の
よ
う
な
ぬ
く
も
り
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

記
録
上
は
明
治
三
八
年
と
な
っ
て
は
い
る
が
、

伊
那
谷
の
聞
き
書
き
を
読
む
と
、
大
正
に
入
っ

て
か
ら
の
目
撃
談
も
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。

記
録
を
書
き
換
え
る
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
根
拠

に
乏
し
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
が
、
狼
に

関
す
る
記
憶
は
、
こ
の
地
域
で
は
私
が
思
う
ほ

ど
遠
く
な
っ
て
は
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

あ
る
六
〇
代
の
人
の
話
で
は
、
お
ば
あ
さ
ん

か
ら
狼
の
話
を
聞
か
さ
れ
た
と
い
う
。
子
供
の

時
分
に
、
暗
く
な
っ
て
か
ら
外
を
出
歩
い
て
い

る
と
「
山
の
犬
」
が
来
る
ぞ
、
と
よ
く
戒
め
ら

れ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
戒
め
の
材
料
に
さ
れ
て

は
い
る
が
、
お
ば
あ
さ
ん
の
話
に
登
場
す
る
狼

は
、
物
語
に
出
て
く
る
よ
う
な
怖
い
存
在
だ
と

か
必
ず
悪
さ
を
す
る
も
の
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
実
際
、
人
の
後
を
付

い
て
来
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
襲
い
か
か
る
こ

と
が
目
的
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
好
奇
心
か

ら
付
い
て
く
る
こ
と
が
多
か
っ
た
ら
し
い
。
た

だ
逃
げ
た
り
転
ん
だ
り
し
た
も
の
に
対
し
て
は

別
で
、
そ
れ
は
犬
の
習
性
と
近
い
。

猟
師
だ
っ
て
狼
に
対
し
て
は
、
人
を
襲
っ
て

来
な
い
限
り
や
た
ら
に
銃
を
向
け
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
に
は 
狼
は
山
神
の
使

い
と
い
う
信
仰
が
生
き
て
い
た
と
い
う
理
由
も

あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
実
際

の
と
こ
ろ
、
人
も
狼
に
依
存
す
る
理
由
が
あ
っ

た
よ
う
だ
。

と
い
う
の
は
、
焼
畑
農
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
た
時
代
、
焼
畑
は
鹿
や
猪
の
格
好
の
餌
場

と
な
り
、
そ
れ
ら
の
動
物
が
出
現
す
る
焼
畑

が
、
狼
に
と
っ
て
は
最
良
の
猟
場
と
な
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
狼
は
、
人
間
に
と
っ
て
の

害
獣
を
追
い
払
う
益
獣
で
も
あ
っ
た
わ
け
だ
。

そ
の
昔
、
集
落
の
周
辺
で
焼
畑
が
行
わ
れ
て

い
た
地
域
で
は
、
狼
に
追
わ
れ
た
鹿
が
、
夜
、

灯
り
を
点
し
た
人
家
に
逃
げ
込
ん
で
き
た
と
い

う
話
や
、
あ
る
い
は
当
の
狼
が
家
の
中
に
入
っ

て
来
た
と
い
う
話
も
あ
る
そ
う
だ
。

し
か
し
焼
畑
を
介
し
て
こ
ん
な
ふ
う
に
人
間

社
会
に
近
づ
く
こ
と
が
、
結
局
は
狼
の
存
在
を

危
う
く
さ
せ
る
一
因
と
も
な
っ
て
い
っ
た
。
人

間
社
会
に
少
な
か
ら
ず
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ

た
狼
は
、
焼
畑
の
減
少
と
と
も
に
衰
微
し
て

い
っ
た
。
食
糧
事
情
が
悪
化
す
る
に
つ
れ
、
牛

馬
な
ど
の
家
畜
を
襲
う
回
数
も
増
え
て
い
っ
た

に
ち
が
い
な
い
。
中
に
は
飼
い
犬
を
襲
う
も
の

も
あ
り
、
飼
い
犬
か
ら
狂
犬
病
が
狼
に
伝
染

し
、
狼
の
絶
滅
に
拍
車
を
か
け
た
と
も
い
わ
れ

る
。
病
に
か
か
っ
た
狼
は
出
没
す
れ
ば
、
見
境

な
く
人
畜
に
被
害
を
及
ぼ
す
の
で
、
直
ち
に
始

末
さ
れ
た
。
人
間
社
会
に
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
深
く
入
り
こ
ん
だ
こ
と
が
、
狼
の
命
取
り

に
な
っ
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
つ
い
に
は
こ
の
伊
那
谷
か
ら
も
姿

を
消
し
て
し
ま
っ
た
「
山
の
犬
」
だ
が
、
み
な

さ
ん
の
家
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
ま
だ
子
供
の
頃
に
狼
の
話
を
聞
い
た
記
憶

を
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
話
が

あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
聞
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
い
ま
ど
き
の
子
供
た
ち
に
は
「
狼
が
来

る
ぞ
」
と
い
う
威
し
は
、
も
は
や
通
用
し
な
い

だ
ろ
う
。

ろくべん館だより 
『山の犬』Ｖｏｌ・５
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村の行事予定村の行事予定 村の行事予定村の行事予定 村の行事予定 
３月

　23日 廃プラスチック回収

　25日 歩け歩け大会

　25日 福祉と健康の集い

　27日 三種混合予防接種

　28日 新聞紙回収

　29日 びん類・ペットボトル回収

　下旬 埋立ごみ

４月

　5日 小学校・中学校入学式

　11日 空缶と鉄類回収

　15日 大鹿さくら祭り

　29日 河川一斉清掃

　下旬 育林祭

　下旬 新小渋橋開通式

小学校ごみ拾い小学校ごみ拾い
　大鹿小6年生は、家庭科の授業で、住みやすい大鹿村にする

ために、7人の力を合わせてできることは何か、みんなで話し

合いました。その結果、大鹿村の玄関口である小渋線のごみ拾

いをしようということになり、先日の2月23日（木）に実施し

ました。

　黙々とたばこの吸い殻を拾う子ども、ガードレールやフェ

ンスを乗り越えてごみを拾う子ども、そして、7人全員で急な

斜面を下り、沢にたくさん落ちていた缶を1つ残らず拾う子ど

も達…。そんな子ども達の姿から、心から大鹿村をきれいにし

たいんだ、という気持ちヒシヒシと伝わってきて、強く胸を打

たれました。

　かなりの量のゴミが取れました。しかし、ゴミが取れるとい

うことは、それだけゴミを捨てる人がいるということなで残念

です。今の大鹿村の自然をこわす前に注意した方がよいと思い

ました。「私は大丈夫」とか、「これくらいなら」という発想を

持たないような人が増えてくれたらうれしいです。　   齋藤星哉

　小渋線の谷のところまで、行ってゴミをとれた。とくにあき

かんとか、弁当などがあったので、びっくりしました。いろい

ろポイ捨ての人が多いので、やめてほしいです。　      遠藤雅人

　やってみて、私のところが多かったです。ゴミを取りに行く時も、草や

枝をかきわけて取りました。ちょっと痛い時もありました。けれど大鹿の

ゴミが少なくなって、よかったです。また行ったら、「もうゴミは無くなっ

ていてほしいな。」と思いました。ちょっと痛いのがざんねんです。

　小渋線のそうじをして“大鹿村のゴミが少しは減ったな”と思います。　

木村きらら

　空カンがたくさんあってびっくりしたけれど、しっかりできた。

　沢の所にゴミがたくさんあっておりて取りました。上から見てみるとキ

レイになっていました。そうじをしたかいがありました。　 入江亜寿紗

　こまかいゴミをたくさん拾えた。特にたばこの吸いがらがたくさん落ち

ていた。でもきれいになったのでよかった。

　これからもきれいな村になるために、ゴミを捨てないでほしい。よびか

けやポスター作りなどをしていきたい。　　　　　　　　　　　  北村幸江

　特にカンなどが沢山落ちていた。かなり前のカンだった。タバコの吸い

がらも大量に落ちていたけれど、見のがさずに拾えた。

　拾ったゴミを見て自分は、ポイ捨てをしないようにしようと思った。　

島 　隼

　今日のゴミ拾いでは、使わなくなった橋の下のゴミが一番多かった。危

ない所だったけど全部拾ってきれいにできた。今日きれいにした所だけ

じゃなくて、小渋線はもっと長いので、ちがう所も拾ってきれいにしたい。

下澤莉奈

生
徒
の
反
省
・
感
想


